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【イベント開催レポート】 

製造業におけるデジタル帳票活用をテーマにした 
オンラインイベントを初開催 

デジタル現場帳票サービス導入企業による事例発表も実施 
 

デスクレスワーカー向け現場支援システム tebiki を提供する Tebiki 株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締

役：貴山敬 / 以下、Tebiki）は、2025 年 6 月 25 日（水）に、「製造業におけるデジタル帳票活用」をテーマにし

たオンラインイベントを初めて開催しました。Tebiki が提供するデジタル現場帳票サービス「tebiki 現場分析」のユーザー

企業である株式会社日本電気化学工業所（本社：大阪府豊中市、代表取締役社長：倉智真平 / 以下、NACL）

の長崎雅史氏が登壇し、デジタル帳票の活用による品質不良の未然防止への取り組みについて解説しました。 

 

 
 

以下に、当日のイベントの様子をご紹介します。当日は、オンラインで 132 名が参加しました。 

Press Release 



■ ユーザー企業講演 
アルミニウム表面処理加工メーカーである NACL の品質保証部 次長の長崎雅史氏より、「品質不良の未然防止をリア

ルタイムデータで実現！ ～製造業におけるデジタル帳票活用術～」と題して講演していただきました。 

 

 
同社の製造工場では、機械の設備点検記録や表面処理に用いる処理液の温度や薬品の濃度の記録などを帳票に

作業者が手書きで記録していましたが、責任者が現場を巡回して帳票を回収して承認作業を行うために時間がかかって

いました。特に、週次点検など頻度の低い点検項目では、異常発見が遅れるケースが多発していました。また、本社の

担当者が現場の紙記録を確認するためには、各工場まで出向くかデータを送付してもらう必要があるため、時間的なロ

スによって異常検出が遅れ、その結果として色調異常やムラなどの外観不良が発生して、納期遅延や再手配といった無

駄な業務が生じていました。 

 

また、ISO 9001 の認証を維持する中で、毎年の改善や顧客からの指摘により記録項目が増加し続けており、紙に記

録したデータを Excel に入力する作業も増加して、データを入力することだけが仕事になってしまうという悪循環に陥って

いました。 

 

システムの導入後、現場で入力されたデータがリアルタイムで反映されるため、紙に記録したものを入力するプロセスがなく

なり、あらかじめ指定された正常値から外れた異常値が記録された際にアラートを出す機能によって記録ミスも減少して

います。また、現場でリアルタイムにグラフを確認できるため、データを活用した改善活動が促進され、現場の改善意識の

向上とともに、不具合の大幅な減少につながっています。 

 

処理時の熱により液温が管理範囲を超えて上昇した際に、即座にアラートが発報。週の始めに冷却液バルブの開け忘

れが発生していたことを特定し、従来であれば不良品発生まで気づかなかった問題を早期発見し、迅速な現場対応に

より品質トラブルを未然に防止できたという事例も紹介していただきました。 



 
 

■ パネルディスカッション 
NACL の長崎氏と Tebiki の貴山によるパネルディスカッションを実施しました。実際に利用しているグラフの画面を見せて

いただきながら、システム導入のきっかけやその成果について議論しました。 

 

まず、長崎氏からはシステムの導入効果について解説していただきました。自動車のアルミホイール製造に関する検査記

録について、不良が発生したラック位置を紙に手作業で記録していましたが、1 日に 15 枚ほどデータを記録するため、集

計時に入力しなおさなければいけないなど、現場にとって非常に大きな負担となっていました。 

 

 
 

 



システムを導入した結果、詳細な位置別分析が可能になり、21 個のラック位置のうち、特定の位置で不良が多発して

いることが可視化されました。そして、検査を担当している作業者は、その傾向を既に把握していたものの、それが組織全

体で共有されていなかったことも判明しました。 

 

この事例からは、単なるデジタル化による成果だけではなく、現場の知見を組織全体で活用するための仕組み作りが重

要であり、データの可視化とともに、そのデータを活用して分析できる環境の整備が現場改善につながることを話していた

だきました。 

 

また、参加者からの「現場で前向きに活用してもらうために、どのようにモチベーションをあげる取り組みをしましたか？」とい

う質問に対しても、実際の生々しいやり取りを明かしました。 

 

現場で記録を取っているメンバーに困っていることがないか聞いたところ、「記録することに意味があるのか？」言われ、その

意味や重要性が伝わっていないことにショックを受けたと話した長崎氏。システム導入によって実際に異常が発見され始め

たことで現場の意識が変わり、記録に取り組むモチベーションになっていったと話しました。 

 

また長崎氏の発表を受けて、「優秀な担当者がいる現場は運用できますが、その人がいなくなった瞬間にすべてが停止し

てしまいます。これが属人化の真の問題で、人がいなくなって初めて課題が明らかになり、DX への取り組みが頓挫してい

る現場が多くあります。現場での記録後に Excel への転記が必要だったり、分析のための複雑な設定や学習が必要な

システムは、結局は使われなくなってしまいます。現場で継続的に使われるシステムには、複雑な機能よりも直感的な操

作性と、誰でも使える簡単さが不可欠です。」と貴山は締め括りました。 

 

■ イベント概要 
イベント名 ：リアルタイムデータで品質不良の未然防止を実現！～製造業におけるデジタル帳票活用術～ 

開催日時  ：2025 年 6 月 25 日（水）14:00 - 15:00 

開催形式  ：オンライン（Zoom での配信） 

主催    ：Tebiki 株式会社 

 

■ Tebiki 株式会社について 
「現場の未来を切り拓く」をミッションに掲げ、デスクレスワーカー向けの現場支援システムを開発・提供しています。 

簡単に動画マニュアルが作成でき、閲覧データや習熟度を可視化できる動画教育システム「tebiki 現場教育」や、現場

帳票の雛形作成から蓄まったデータの可視化・分析まで可能な電子帳票システム「tebiki 現場分析」を提供しており、

現場における安全・品質・効率といった現場 KPI の改善に貢献しています。 

 

 代表者名  ：貴山 敬 

 事業内容  ：デスクレスワーカー向け現場支援システム tebiki の開発・提供 



 企業サイト ：https://tebiki.co.jp/ 

 採用ページ ：https://tebiki.co.jp/recruit.html 

 

【本件に関する報道関係者からのお問合せ先】 

Tebiki 株式会社（担当：堀中） 

電話 ：080-7275-1808 

メール ：pr@tebiki.co.jp 

 

※ 本リリースに記載されている会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です 

https://tebiki.co.jp/
https://tebiki.co.jp/recruit.html

